
 

平成３０年度“「長久手市役所の仕事」通知表”の作成 

～長久手市行政評価・外部評価～⑥（平成 30 年 8 月 1 日）開催概要 

開 催 概 要  

会議等の名称  平成３０年度行政評価・外部評価⑥  

「子ども教室と児童クラブの一体型の推進」【子育て支援課】 

開 催 日 時 平成３０年８月１日（水）  

午前１０時５０分から午前１１時５０分まで  

開 催 場 所 市役所西庁舎２階 第７・８会議室  

出席者氏名  

（敬称略）  

＜外部評価実施者＞  

・行政改革推進委員  

 杉山知子、江頭隆行、細萱健一  

・外部評価委員  

 井谷隼大、服部麻衣子  

＜担当課＞  

福祉部長 中西直起、子育て支援課長 門前 健、同課課長補佐 

西本 拓  

＜事務局＞  

総務部長 青山 均、行政課長 飯島 淳、同課主任 加藤優作  

傍聴者人数  ４人  

問合せ先 長久手市総務部行政課 ０５６１－５６－０６０５  

備   考   

 

外部評価実施者の 

意見等 

・利用者の目的の多くは「あずかり」だと思うが、この場合に大き

な休み（夏休みなど）について、利用したい人のニーズへの配慮が

あるとよい。 

・費用が大きいため、一方で費用対効果をみる必要がある。 

・スペース確保など色々難しいと思うが、受入れ人数、スペースに

ついて、支援単位（４０人で１クラス）にこだわらず工夫すること

も重要と思う 

・ハード面（施設面）だけでなく、同時に運用面として、休みの日

の開設など、利用者のニーズはあると思う。できる限り開設できる

ように努めてほしい。このことにより、事業の効果が上がると思う。 

・保護者（利用者）の意向も考慮するとよい。 

・国は管轄が違うため、それにより色々な課題があるのはわかる。 

・行政評価票の今後の目標では、おおよそ５年後の目標が「―」と

なっており、事業としては、５年の内に終了すると思うが、最近の



 

社会情勢では、共働きの家庭も増えており、また長久手市では、今

後も人口が増えていくことが予想されるため、将来に不足等がない

ように取り組んでほしい。 

・実際に運用していくうえで、職員（人員）の確保は重要である。

施設面をクリアしても職員（人員）の確保が課題と思う。 

 

 

講評・まとめ  ・スペースの確保だけでなく、運用面でも利用者のニーズを踏まえ

ながら工夫して取り組んでほしい。 

・職員（人員）の確保について、引き続き取り組んでほしい。 

 

 

 


